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日曜日のドイツ

法学部助教授 堀 江 亜以子

筆者は２００５年の８月末より１年間、在外研究

のためドイツ・ミュンヘンに滞在した。達者と

いうには程遠いドイツ語と格闘しつつ過ごした

１年間には、当然、辛いことも楽しいことも多

かったが、印象深い出来事はなぜか日曜日と結

びついていることが多い。そこで、「日曜日」

をキーワードに筆者のドイツ生活をちょっとだ

け綴ってみることにした。ちなみにタイトルが

有名な女性アナウンサーのエッセイと似ている

のは単なる偶然である。

ドイツに到着して、最初にインパクトの強

かった日曜日は９月１８日。選挙で CDUが勝利

し、ドイツ初の女性首相が誕生……もだが、そ

れ以上に身近な出来事は、世界的に有名なビー

ルの祭典 Oktoberfest（オクトーバーフェスト）

の開幕と、その日から数日、突然寒波に襲われ

て最高気温が１０℃にまで下がったことだ。実際

にはその前日が開幕日なのだが、２日目に行わ

れる最も壮麗かつ大規模なパレードを見に行っ

たものの、最後まで見ていることができない程

の寒さと、それに対応できるような厚手の服が

ない辛さ。出発前が非常に忙しく、引っ越しの

準備等々がすべて後手に回ってしまい、荷物を

送るのが遅かったのが最大の原因だが、日本人

の平均に比較してもかなり小柄な筆者にとって、

その後一年に渡り、最も苦労したのが衣料品の

調達だった。大人用の物の大半は大き過ぎ、子

供服ではデザインが幼過ぎ……その中でも、特

に困ったのは下着類だった。１年間帰れないが

故に１年間買えない。帰国して真っ先に行った

のが、デパートの下着売り場だった、という後

日談までつく有様。これが男性だったら、ここ

まで苦労しなくて済むように思う。

とはいえ、日曜日には良い事もある。その代

表が美術館だ。Pinakotheken（ピナコテーク群）

と呼ばれる、ミュンヘンの誇る大美術館群が自

宅から徒歩５分という、美術好きの筆者にとっ

てこの上ない住環境。部屋自体にはかなり不満

があったのに、結局引っ越さず終いだったのは、

この美術館も大きな要因であった。何より驚く

のは、日曜の入場料がたったの１ユーロだとい

うことだ（通常は５．５０ユーロ）。そのせいか常

設展であってもいつも程良く賑わっている。他

にも小規模な美術館には、日曜入場無料の所す

らある。日本にいるとつい、日曜は買い物に走っ

てしまうが、悪名高き（？）閉店法のおかげで、

飲食店と文化施設くらいしか開いていない事も

あって、まさしく文化的な生活が送れるように

なっているのだった。

ちなみに、その閉店法のおかげでドイツでは

デパートもスーパーも日曜・祝日はお休み。平

日も夜８時までで閉店。加えて、閉店法のせい

ではないが、祝日ではないクリスマスイブや

Faschingdienstag（ファッシングの火曜日）の午

後もほとんどの店が閉店。日本では当たり前に

ある年中無休２４時間営業のコンビニなんてどこ

にも見当たらない。一応、主要駅の売店や、ガ

ソリンスタンド併設のミニストア等の例外はあ

るものの、旧市街のど真ん中まで徒歩圏内とい

う筆者の住環境では、むしろ、近所にガソリン

―６―



スタンドがなかった。日曜閉店という点だけ言

えば、それまでスペインやイタリアなど、カト

リックの伝統が根強い国に旅行する機会が多

かった為、ある程度慣れてはいた（というか痛

い目に遭った事がある）のだが、そんな筆者で

も日曜閉店のせいで困った出来事はあった。

ある日曜の朝、起きたら、バスルームの蛍光

灯が切れていたのだ。バスルームの照明はその

蛍光灯のみで、窓もなく、ドアを閉めたら真っ

暗闇。普段、蛍光灯や電球が切れたときには、

宿舎のオフィスに行けば新品を出して貰えるの

だが、ドイツの標準というか、オフィスは金曜

の１４時過ぎから日曜いっぱいお休みだ。かと

いって外で蛍光灯を売っているところもない。

このときばかりはさすがに閉店法が恨めしかっ

た。もっとも、普段から電球類も自分で賄う生

活をしているならば、最初から予備をストック

しておけば済む話なのだが。

しかし慣れてしまえばそんなに困らない。大

体、私がまだ子供の頃はそんな生活をしていた

のだ。日本に帰ってからしばらくは、スーパー

が遅くまで開いている事に違和感を覚えたほど

だ。少なくとも閉店時間に間に合うように帰れ

る状況にあるならば、ちょっと不自由なくらい

でも構わない。話が少々ずれるが、瓶やペット

ボトルを返却するとデポジットが戻ってくる制

度に慣れてしまうと、日本で資源「ゴミ」とし

て「捨てる」のは勿体ないと思ってしまう。日

本ももっとデポジット制度を導入すればいいの

に。イベント時に外で飲むビールは、ガラスの

ジョッキに入っている方が遥かに美味い。

話を戻して、そんな厄介者の閉店法も、Welt-

meisterschaft（ワールドカップ）を前に緩和さ

れ、各自治体ごとに独自の運用が可能となった。

まずはWM開催期間中の日曜日に店が開けら

れることになった。ミュンヘンでの日曜営業は

６月１８日。何故に１８日？

そう、その日はミュンヘンのアリアンツ・ア

レーナで、ブラジル対オーストラリア戦が行わ

れる日だったのだ。当然のことながら、常に世

界のトップに君臨するブラジルを応援するため

に、ブラジル人サポーターが大挙して押し寄せ

るだろうし、もちろんオーストラリア人サポー

ターも続々とやってくる。WM期間中、最も

人が増える日曜日に店を開けようという計画だ。

しかし実際のところ、ブラジリアンもオー

ジーも、街を練り歩いたり、歌い踊ったり、そ

こいらのテーブルでビールを飲んだりするばか

りで、店の買い物客はほとんどがドイツ人だっ

た。確かに、これから試合という時に、洋服や

靴を買うサポーターはいないだろう。単に閉店

法の見直しをWMにこじつけただけかもしれ

ない。

なお、WM開幕のしばらく前から、ミュン

ヘンの街には徐々にブラジル人の姿が増えてき

ていた。他方、オージーも試合の数日前から、

ミュンヘンのそこここでビールを飲みつつ、に

わか街頭 TVを見ている姿をよく見掛けるよう

になった。しかもオージーに特徴的なのは、引

退後の高齢者が多いことだ。彼らはゆったりと

WMを楽しもうとやってきている。それに比べ

て、後日、観戦ツアーでやってきた、大学の後

輩に日程を聞いたら、日本人は何故こうも余裕

がないのだろうかと、驚く程タイトなスケ

ジュールだった。それでも休みを取れただけ幸

運だという。確かに、私だって２０１０年や２０１４年

は見に行けないだろう。

ドイツ人に言わせれば、フランス人は６週間

も休暇があるのに、ドイツ人は３週間「しかな

い」そうだ。日本の夏休みは大抵１週間＋αで
すよ、と説明したら、それは休暇とは言わない、

と笑われてしまった。そんなどこか余裕のある

ドイツの生活を垣間見てしまったせいで、最近、

日本の生活がちょっと窮屈で仕方がない。
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アメリカの思い出

経済学部助教授 李 明 哲

大学時代の夢

１９８０年代、中国の大学で勉強していた私は、

大学卒業後にはアメリカへ留学することを強く

希望していました。しかしながら、８９年に勃発

した「天安門事件」によって、私が抱いていた夢

は叶わなくなってしまいました。非情な運命に

翻弄された私は、やむを得ず、第２の道として、

日本への留学を選んだという過去があります。

あれからちょうど１５年経った昨年８月に、私

は、大学より１年間の在外研究の機会を与えて

いただきました。そして私は、意外な形で、「１５

年前の夢」を実現することとなったのです。

アメリカへ

目的地がアメリカの東海岸であるため、私は、

時差に慣れていない家族のことを考え、経由地

のシカゴで１～２日休んだあと、再び目的地を

目指すことにしました。出発当日は、朝早くに

福岡を発ち、成田で一休みしたあと、予定通り、

シカゴに向かいました。１０時間を越える長い旅

でしたが、このときは、家族全員が興奮してい

たせいか、思ったほど時間が長いとは感じませ

んでした。

しかしながら、「夢みる興奮」もここまでで、

アメリカに入国した途端、私たちはすぐに、「現

実の厳しさ」に直面しました。まずは空港での

荷物検査の厳しさです。日本を発つときには１３

個もの荷物を預けましたが、日本では、なんら

問題なく無事に通関し、これらの荷物を飛行機

に載せることができました。しかし、アメリカ

では１３個もの荷物を飛行機に載せるには何百ド

ルもの追加料金の支払いが必要であることがわ

かり、慌てて私は、急遽、シカゴで予定を変更

し、家族全員で飛行機の代わりに車を借り、目

的地まで移動することにしました。

結局、シカゴでは時差の調整などで体を休め

るどころか、レンタカーの手続きなどでバタバ

タしてしまいました。また、シカゴを出た後に

は、風土や運転にもまだ慣れていないアメリカ

の大地で私は、はじめて、丸一日かけたドライ

ブを経験するはめになりました。そして、目的

地であるバッファローに辿り着いたときには、

もう夜中で、家族全員が精神的にも身体的にも

ボロボロな状態でした。

Buffalo とWillamsville

ニューヨーク州の西北部に位置しているバッ

ファロー市は、人口約１，９００万を有するニュー

ヨーク州のなかでニューヨーク市に次ぐ大都市

です。この地にあるナイアガラ川は、ナイアガ

ラの滝を経由してオンタリオ湖に流れ込みます。

そのため、バッファローはアメリカにおけるナ

イアガラ観光の基地としても有名です。

また、昔、ここは大変重要な工業都市として

注目を浴びてきましたが、近年では、ハイテク

化やＩＴ化という時代の流れに遅れをとってし

まい、古い工業都市のイメージしか残っていま

せんでした。

実際、バッファロー滞在の初日は、ダウンタ

ウンのホテルで過ごしましたが、雨のせいもあ

り、本当に暗い感じに溢れていました。

渡米する前に、駐在する大学をいくつか挙げ
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ていたのですが、ある友人に「アメリカは、研

究するなら東、遊びなら西」とアドバイスを受

け、私は研究者として、１年間を楽しみたいと

の思いから、アメリカの東側にあるニューヨー

ク州立大学バッファロー校を選びました。しか

し、このときはさすがに後悔しました。せっか

くの１年を、こんな暗い感じのするところで住

むことになるなんて……。さすがに家族には申

し訳ない、と思いました。

しかし、翌日、私たちが住む予定のWil-

lamsvilleというバッファロー郊外の町を訪ねた

とき、状況は一変しました。青い空の下、延々

と続いている緑の絨毯、あちこちに飾られてあ

る花々など、実に美しい田園風景に感動しまし

た。バッファローにこんな美しいところがある

ことにびっくりしたと同時に、内心の喜びも隠

せませんでした。妻と娘も昨日の心情がうその

ように、一日中目が輝いていました。そうして、

私たちのアメリカでの生活が始まったのです。

研究と生活

ニューヨーク州立大学バッファロー校は１８４６

年に開学され、６４のキャンパスからなるニュー

ヨーク州立大学のシステムでは、規模が最も大

きい、中心的な存在となっています。この分校

は「南北」二つのキャンパスに分けられていて、

私はバッファロー郊外に新しく建てられ、とて

もきれいに整備されている「北キャンパス

（North Campus）」に通っていました。私に割り

当てられた研究室は Bell Hallという建物内に

おかれていますが、その隣には、この大学に私

を招いてくださったインド出身の Rajan教授の

研究室があり、いろいろな意味でとても便利で

した。私がバッファローに着いてまもなく、Ra-

jan教授は、大学院の重役に任命され、とても

忙しい日々を送っていました。しかしながら、

彼はそれにも関わらず、私の学科での講演の機

会を設けていただき、また、毎週１回は、研究

の打ち合わせを行うなど、積極的に相互交流を

深めていきました。Rajan教授のおかげで、と

ても有意義な共同研究生活を送ることができた

と思います。この場を借り、改めて、Rajan教

授には、心よりお礼申し上げます。

私たちが借りた家は、学校から車で約１５分の

ところにあります。ここを基点に私たち家族は、

秋には紅葉、冬にはスキー、春と夏にはドライ

ブとピクニックを満喫することができました。

妻の仕事の関係上、私たち家族は、アメリカに

行く前から、ずっと離れ離れの生活が続いてい

ましたし、現在もその状況は続いています。そ

のような意味で、アメリカでの生活は、私たち

にとって、一生忘れられない、大変楽しい１年

間でした。

今、振り返ってみると

アメリカには、雄大な自然、自由と個性あふ

れる人々など、魅力を感じさせられるものが

いっぱいありました。私は、このアメリカで多

くの貴重な体験をすることができました。この

ような機会を与えていただいた福岡大学、並び

に経済学部の先生方に心より感謝しています。

「夢をありがとう」と。

またその一方で、なかなか馴染めなかったア

メリカン料理や、なかなか慣れなかった西洋文

化のことを考えると、「夢は所詮夢」で、現実

的には、やはり日本でよかったとも今は思って

います……。
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ドイツ・ハイデルベルク大学での在外研究を終えて

スポーツ科学部講師 藤 井 雅 人

ドイツ・ハイデルベルク、世界中の旅人を魅

了してやまない、このネッカー河畔の美しい大

学町で、私は２００５年９月から翌年８月末までの

１年間を過ごした。その間、１３８６年に創立され

たドイツで最も古いルプレヒト・カール大学、

通称ハイデルベルク大学のスポーツ科学研究所

に客員研究員としてお世話になった。実は、私

は１９９０年代に一度、ケルンというドイツ北部の

人口１００万人を超える都市に生活し、ドイツ唯

一のスポーツ単科大学であるケルンスポーツ大

学で学んだことがある。今回のドイツ滞在では、

その時とは違った環境に身を置きたくて、南ド

イツにある人口約１４万の小都市ハイデルベルク

に住み、そして、ハイデルベルク大学という総

合大学の中のスポーツ科学研究所で研究生活を

送ることにした。

ドイツの青少年スポーツの研究に取り組んで

きた私は、今回の滞在では、その最新の状況を

把握したいと考えていた。というのも、私は既

に、以前のドイツ滞在中に収集した資料を用い

て、１９７０年代以降のドイツ社会の変化と地域ス

ポーツクラブや学校スポーツにおける青少年ス

ポーツの状況およびその変化との関連性を明ら

かにしていたが、そこでの研究成果は１９９０年代

半ばまでの時期を対象とする限定的なもので

あって、１９９０年代終わり以降の状況を十分反映

していないと自覚していたからである。そこで

今回は、近年のドイツの青少年スポーツの新し

い動きに焦点を当てて研究を進めてみようと

思っていた。例えば、私がお世話になったハイ

デルベルク大学スポーツ科学研究所が現在力を

入れている、大学・地域社会・学校を連携させ

た「バルシューレ（Ballschule: Ballschoolの意）」

プロジェクトの開始、地元でのワールドカップ

開催を控えていたドイツサッカー連盟による大

規模なタレント育成プログラムの展開、旧東ド

イツの国際競技力を支えた「青少年スポーツ学

校」の改革・再編およびドイツ全土を網羅する

新しい「エリートスポーツ学校」システムの構

築といった動きは、そうした私の意図と合致し

た恰好の研究調査対象となった。私は研究を進

める際の手法として主にスポーツ組織・現場で

のフィールドワークを用いているのだが、今回

の滞在中に上記の新しい動きの中の非常に多く

の個別事例をそうした手法によって調査するこ

とができた。今後それらの調査事例から得られ

た知見を研究成果として公表していくという課

題がまだ残ってはいるものの、今回の滞在では

とりあえず、ドイツの青少年スポーツの最新の

状況を捉えるための基礎的作業はおおむね終え

ることができたように思う。

ところで、私はこうした研究面での具体的な

目標とは別に、今回ドイツである一つの目標を

密かに立てていた。それは、スポーツ社会学を

専門とする者として、２００６年６月から約１ヶ月

間地元ドイツで開催されるサッカーワールド

カップ（もちろんその準備期間も含めて）が、

このドイツ社会にどのような影響を及ぼしてい

くのか、また、ドイツ社会の何がそのワールド

カップに映し出されていくのかを自らの生活体
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験を通して知りたいということであった。ただ

し残念ながら、本大会が始まると結局は一人の

ファンとしてワールドカップというビッグス

ポーツイベントを単純に楽しんでしまったため

に、そうした目標は殆ど達成できなかったのだ

が…。それでもやはり、いくつかの現象が深く

印象に残ることとなった。私が住むハイデルベ

ルクは、いわゆるワールドカップの「開催都市」

ではないし、ドイツでは珍しい「ラグビーの町」

であり、サッカーへの熱狂度という点では日頃

それほど高いとは感じていなかったのだけれど

も、ワールドカップ本大会でドイツ代表チーム

が勝ち進むにつれて、町中にドイツ国旗があふ

れかえってきたのには本当に驚いた（もっとも、

こうした現象はハイデルベルクに限らずドイツ

中に見られたのだが）。私はちょうど、ワール

ドカップ開幕に合わせて出版した『ナチス第三

帝国とサッカー』（現代書館）の翻訳作業を終

えてまだ間もない頃で、ドイツのサッカーがい

かにナチス政権に協力的であったのかが心に刻

み込まれていたために、こうした「ナショナリ

ズムの高揚」とも捉えられかねないような現象

をどのように解釈すればよいのか戸惑っていた。

そんな折、ワールドカップ期間中に参加した学

会で、偶然に年配の女性教授と若い女性研究者

とのある興味深い会話を聞くことになる。それ

は、年配の教授による「ドイツ中に国旗がはた

めいているのは何か危険な感じがするわ」とい

う言葉に対しての、若い研究者による「私はド

イツという国を愛しているの。その気持ちを表

したいの。今やっと私たちにそんな気持ちを表

現できる時が来たの。私はドイツの国旗に誇り

を持っているわ」という反論であった。つまり、

こうした国旗をめぐる現象は、あるドイツの政

治家が述べたように「ナショナリズムではなく、

パトリオティズム（愛国心）の表現」というこ

とであろうか。何にしても、ワールドカップと

いうイベントが、もっと言えばそこでのドイツ

代表チームの快進撃が、ドイツという国家やそ

の国旗に対する戦後のドイツ人の鬱屈した感情

を解き放つ、全ドイツ的な大きなうねりを生み

出したといえそうである。そうした意味で、今

後このワールドカップが、ドイツ人の意識を大

きく変えたエポックメーキングな出来事として

語り継がれていくのかもしれない。

今このハイデルベルク大学スポーツ科学研究

所での在外研究期間を振り返れば、学会やシン

ポジウムへの参加、研究者との交流、さらには

事例調査や専門家へのインタビューのためにド

イツ全土を訪ね歩いたように思える。したがっ

て、実はあまり研究所に腰を落ち着けて研究活

動を行った気がしないのである。それでも、多

くの先生方に助けていただいたおかげで、ドイ

ツでは非常に充実した日々を過ごすことができ

た。特に受け入れ教授である研究所長のハイム

先生には、多くの授業に参加させていただいた

り、また研究を進める上での貴重なアドバイス

をいただいたりした。ハイム先生には心から感

謝する次第である。ハイム先生の授業に参加す

ることは、自分自身がこれまで行ってきた授業

を振り返る良い機会となった。特に今回学生の

側に立って授業を受けてみたことにより、授業

内容が分からない学生の気持ちや、集中して授

業を聞いていても眠くなってしまうはがゆさ、

ノートに書き写す前にスライドを切り替えられ

ることの腹立たしさなど、自分自身が今後授業

を行う際に気をつけなくてはならない点を改め

て理解できたことは大きな収穫であった。

最後になりましたが、素晴らしい在外研究の

機会を与えてくださった福岡大学、また、スポー

ツ科学部教授会に心より御礼申し上げます。

―１１―


